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◇誰もが集える交流の場(居場所)づくり

◇自治会加入率促進、自治会の連携

◇地域福祉活動の担い手の固定化

◇子どものボランティア活動への参画

◇関係団体との連携による地域環境づくり

北小地区福祉委員会 第４次地区福祉計画

地区の特徴

北小地区の人口、世帯数、高齢化率推移

平成２５年３月３１日現在 平成３０年３月３１日現在

● 人 口 ９，７６２人 １０，３０９人

● 世帯数 ４，４８４世帯 ４，８８８世帯

● 高齢化率 ２６．４% ２６．９％

地区別ワークショップでの意見

◇社協や関係団体との連携による情報の受発信

◇助け合い・ボランティア精神の醸成と意識高揚

◇自治会加入率の向上施策

◇災害時要支援者・徘徊SOS者支援体制の確立

◇福祉委員加入の促進

◇地域住民の意識・ニーズの調査（掘り起し）

◇子育て・青少年育成支援

第３次地区福祉計画からの課題
（25年度～29年度）

福祉目標

地区の重点事業

子どもの地域福祉・ボランティア活動への参加を促す仕組みづくり

子どもが企画する地域活動・イベントの開催

社協や関係団体と連携した地域環境の充実

自治会単位の広報の充実

重点

３

４

２

１

「共に助け合う心豊かな地域づくり」

重点

重点

重点

12.7 13.0 

60.9 60.2 

26.4 26.9
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６５歳以上

１５～６４歳

０～１４歳

北小地区は、市中心部の北側に位置し、南北には能勢電鉄が通り、その東側には猪名川が流れ、五月山

を間近に眺望できます。また、整備、建設が進められているキセラ川西せせらぎ公園、キセラ川西プラザ

等、公共施設が集中した利便性の高い地域です。

北小地区福祉委員会では、市関係団体、川西北小学校、川西北コミュニティ連絡協議会との連携を図り

ながら、「共に助け合う心豊かな地域づくり」を目指して、子ども達が健やかに育ち、また、若い世代や

高齢者、障がいのある人がここに住んでよかったと感じてもらえる福祉交流活動に取り組んでいきます。

現在の地区の取り組み

○ ものわすれカフェ ○ 熟年料理教室

○ ふれあい昼食会 ○ よろず相談窓口

○ 餅つき大会 ○ 子育て広場「ほほえみ」「放課後クラブ」

○ 歩こう会 ○ いきいき元気倶楽部

○ ふれあい昼食会（地区巡回昼食会） ○ 福祉委員会広報誌「いずみ ニュース」発行

○ コミュニティ連絡協議会主催行事への協力 など多数

つながりＭＡＰ

ものわすれカフェ ふれあい昼食 餅つき大会

北小地区の自治会は以下の

自治会です。

○美園町 ○絹延町 ○出在家町

○丸の内町 ○滝山 ○鴬の森

○萩原１丁目 ○火打

○川西松が丘 ○松が丘団地

○霞ケ丘

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤
⑤

⑤
⑥⑦④

⑤

●③

●②
●①

⑤

①　川西北コミュニティプラザ
　　（※居場所、相談窓口、子育てひろば開催

　　　　・ボランティア活動の拠点）

②　川西北小学校

③　川西中学校

④　キセラ川西プラザ

⑤　各自治会会館
　　（※火打公民館は、子育てひろば開催）

⑥　キセラ川西せせらぎ公園

⑦　総合体育館
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子どもの地域福祉活動・ボランティア活動への参加を促す仕組みづくり重点

１

子どもが企画する地域活動・イベントの開催
重点

2

目 的

具体的取り組み

目 的

具体的取り組み

○川西北小学校、川西北コミュニティ連絡協議会と連携し、子どもたち自身が

主役になって、地域住民を巻き込んだ地域活動を実行していきます。

○「春の川北こども祭」を開催します。

○キセラ川西周辺を活用して楽しむ場づくりと参加を提案・検討します。

“子どもは宝、地域で育てよう”、地域の将来を担う子どもたちが健やか

に育つように、子どもが地域の中心の場で活躍できる場所づくりに取り組

みます。

「共に助け合う心豊かな地域づくり」を合言葉に、子ども達をはじめとする各

世代からの人材を確保し、地域福祉活動を推進します。

○福祉委員会（北コミュニティ）が実施している各種行事の広報と参加を通じ

て、誰もが身近に福祉活動を体現して、ボランティア活動に理解を深めても

らう施策（見える化）を実施していきます。

○若い世代（現役世代）の担い手確保の観点から、市社協や関係団体などと連

携し、福祉講座や研修会などを開催します（休日開催も可能か要検討）。

○地域福祉活動の重要性を地域住民に広く周知してもらうため広報掲示板、広

報誌、自治会だより等を活用し、啓発活動を推進します。

▷ 平成29年 7月 8日（土） 地区別ワークショップ 開催

▷ 平成29年11月 8日（水）ほか２回 地区福祉計画策定検討会議 開催

社協や関係団体と連携した地域環境の充実
重点

3

自治会単位の広報の充実
重点

4

北小地区 地区別ワークショップ及び地区福祉計画策定検討会議
日 程 内 容

目 的

具体的取り組み

目 的

具体的取り組み

地域活動拠点と市社協や関係団体と連携を密にして、誰もが交流でき

るまちづくりを目指していきます。

○誰もが集える交流の場（居場所）づくりとして、川西北小学校、コミュニ

ティプラザを活動拠点として、「ふれあい昼食会」、子育て広場「ほほえ

み」、「ものわすれカフェ」等への参加促進と内容の充実を図っていきま

す。

○市社協、市関係団体が実施している各種案内行事への積極的参加を通じ

て、地域福祉活動の拡大と充実を推し進めます。

○北コミュニティ内での各自治会、各専門部会等と連携し、交流できる居場

所づくりを拡充していきます。

地域福祉活動を継続的に推進するためには、自治会との連携と協働が不可欠

であり、福祉活動における自治会単位での広報・情報発信を充実します。

○地区の活動拠点であるコミュニティプラザには屋外掲示板を設置したが、各

自治会にも情報伝達手段として、回覧板とともに掲示板による広報の充実を

促進します。

○各自治会単位で実施している福祉活動行事を地区福祉委員会（北コミュニ

ティと協働）として情報共有するため、計画案件の吸い上げを図ります。

○各自治会における非自治会員の自治会加入者を促進するため、子ども（校区

外就学児童含む）、若い世代、高齢者の福祉行事への参加を呼びかけます。
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区分

新規・重点

相談窓口事業 よろず相談窓口　　毎月第1・3水曜日 午前・午後

キャラバンメイト ものわすれカフェ　　毎月第２水曜日

ふれあいまちづくり事業

重点 ふれあい昼食会（1回/年）　3月

地区巡回昼食会（8回/年）　配食活動　　

秋の川北市民祭（北コミュニティと連携）

市民体育祭（北コミュニティと連携）

盆踊り大会（北コミュニティと連携）

広報活動事業
「福祉ふれあいガイド」発行

広報誌「いずみニュース」発行（6回/年）

災害時要支援者と
行方不明者SOS体制の確立

重点

福祉事業

熟年料理教室（1回/年）　

餅つき大会（1回/年）

歩こう会（1回/年）

子育て広場事業

重点 「ほほえみ」　毎月第2・4金曜日

「放課後クラブ」開催

車いす貸出事業 随時

暑中見舞い配送

福祉合同研修会

北コミュニティ運営委員会 重点

ふれあいまちづくり事業 新規 春の川北こども祭（北コミュニティと連携）

北小地区福祉委員会事業一覧表

事業名

平成30年度現在

内　　容

内容、回数、定期開催の場合は曜日

サポート・キャラバンメイトの養成と機能化・支援マップの
整備

おひとり暮らし・高齢者を対象に民生委員・児童委員がは
がき郵送

北小地区相談員・コミュニティ役員・ボランティア部会の
研修

いきいき元気倶楽部  川西地域包括支援センターと共催

北コミ役員・各自治会長・福祉委員との事案協議及び連携
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